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1. まえがき 

近傍界による WPT 技術は，スマートフォンへのワイヤ

レス充電などに実用化されているが，電力伝送効率の向上

が課題となっている．本報告では，実験的にマルチループ

アンテナの送受電素子及びそれぞれの最適負荷，整流回路

の試作を行い，電力伝送効率などの結果を報告する． 

2. 試作 

本研究で試作の無線電力伝送システムは，図１に示す電

源，整合回路，送電アンテナから成る送電回路と受電アン

テナ，整合回路，整流回路，負荷から成る受電回路で構成

される．周波数は，ISMバンドである 13.56 MHzである． 

図２に示すようなマルチターンループアンテナを設計し

た．ループは銅のワイヤで構成され，ワイヤの半径𝑎1 =

0.25 mm，ループの内径𝑟1 = 4cm，外径𝑟2 = 5 cm，送受電

素子間の距離は h = 1 cmである．設計した送受電素子をネ

ットワークアナライザにて S パラメータを測定し，更に S

パラメータから最大伝送効率に達する最適なインピーダン

ス𝑍𝑠𝑖𝑛 = 228.15 − 𝑗461.77と𝑍𝑙𝑖𝑛 = 264.42 − 𝑗447.54を求め

た[1], [2]．これより，伝送効率𝜂と最適なインピーダンス

を接続した場合の最大伝送効率𝜂𝑚𝑎𝑥を図４(a)に示す． 

次に，送受電回路の整合回路を設計した．図３に示すよ

うに𝐿𝑠1 = 2700 nH，𝐶𝑝1 = 68 pF とする L 型整合回路を設

計し，電源のインピーダンスである 50 Ωと整合回路の構成

インピーダンスが𝑍𝑠𝑖𝑛の共役複素となり，送電側の最適イ

ンピーダンスを実現した．同様に受電側の整流回路と受電

アンテナ間に𝐿𝑠2 = 4700 nH，𝐶𝑝2 = 22 pF とする L 型整合

回路を用い，受電側の最適負荷を実現した． 

最後に，整流回路を試作した．図１に示すようなダイオ

ード 1SS405，𝐿𝑟1 = 2.2 μH，𝐶𝑟1 = 10 μF，𝐶𝑟2 = 10 μF

としたシングルシャント型整流回路を設計し，試作した．

この回路に対して交流電力 10 dBm を印加したところ，約

25%の整流効率を確認した． 

3. 実験結果 

10 MHzから 20 MHzの範囲で電源から 20 dBmの出力電

力を印加した際，負荷インピーダンス𝑅における電圧をオ

シロスコープにて測定し，受電電力を算出した．その結果，

図４(b)に示すように 13 MHzで 9.6%の伝送効率を確認した． 

4. まとめ 

本報告では，マルチターンループアンテナによる無線電

力伝送システムを試作し，最大で 9.6%の電力伝送効率を得

られた．今後更にシステム全体の効率の向上を図っていく．  
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図１ 構築した無線電力伝送システム 

 

図２ マルチターンループアンテナ間の電力伝送 

 

図３ 整合回路設計による最適インピーダンスの実現 

 

 図４ (a)アンテナ間効率の測定値  (b)システム効率の測定値 
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